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沖縄県恩納村

題字：喜瀬武原小学校６年

外間優奈、伊佐紅葉、

宇江城陽、菅井玲衣

「議会だより」はたくさんの人た
ちが見るので、心を込めて書き
ました。お手本がなくて難しかっ
たですが、字のバランスや「と
め」を意識して、6年生全員で力
を合わせて書きました。

記事担当 ： 外間勝嘉

ほかま　ゆ  な い　さ  もみじ

う  え  しろひより すがい   れ   い



質：村民と来村者をどの様に区分して発行するか？
答：１人当たり１万円の商品券を上限に、村民は１０月から来村者は１１月から購入者を
募るが、予算額に達し次第終了するため、来村者が購入できるかは未定

議　会　だ　よ　り 2第149号（令和3年8月25日）

記事担当：島袋　裕介

補正額：2億4118万円 総額：91億1276万6千円

5千円で１万円分購入
景気回復支援商品券補助金（プレミアム）　5000万円

病児保育事業補助金　450万９千円

※コロナウイルス感染症の影響により、商品券販売の時期が遅延する可能性もあります。

質疑応答

村民と来村者に

質
答

補
正
第
２
号

どこで購入出来るの？

病児保育って何？

商工会となかゆくい市場、
万座毛活性化施設でも購入でき
るよ！

病児保育事業は 3種類あって、オリーブ保育園ゆうなで行って
いるのは体調不良児対応型で、保育中の体調不良児について、一
時的に預かるほか、保育所入所児に対する保健的な対応や地域
の子育て家庭や妊産婦等に対する相談を実施する事業だよ！

議　会　だ　よ　り3 （令和3年8月25日）第149号

記事担当：大城　保

補正額：2536万２千円 総額：91億3812万８千円

一人当たり５万円支給
子育て世帯生活支援特別給付金　830万円

補
正
第
３
号

支給対象者は？

村ホームページや広報
誌も見てね！！

申請は必要？給付はど
んな感じ？

一人親で児童扶養手当を受給する世帯や、
児童手当を受給する住民税非課税世帯が、
対象だよ。新型コロナウイルス感染症に
より収入が急減（住民税非課税に相当）し
た世帯も対象だよ！

18歳までの児童と障がいある方は 20歳
未満が対象だよ！また令和４年２月 28
日までに出生した児童も対象だよ！

児童手当を受給している世帯は必要ないけど、
収入が急減している世帯は必要だよ！すでに
支給されている人もいるけど、児童手当が支
給されている通帳に振り込まれるよ！詳しく
は役場福祉課（966－1207）に問い合わせて
ね！！



議　会　だ　よ　り 4第149号（令和3年8月25日）

SDGs で、村民や環境に 優しく充実して暮らせる
恩納村の理想像を目指 します。

恩納村の重要な観光資源のサンゴを守り海の 環境保全の取組は、
陸の環境保全に繋がり住み続けられる恩納村 の村づくりになります。

現在 SDGｓで
取組んでいる事

環境に優しいダ
イビングの拠点
としてブランド
化を目指ている。
ＧｒｅｅｎＦｉ
ｎｓやアドベン
チャーツーリズ
ムに取り組む

村民が交流でき
る場所作る。
産学官連携で、村
民意見を取り入
れ、暮らしの課題
を解決する。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

議　会　だ　よ　り5 （令和3年8月25日）第149号

記事担当：安里　周作

SDGs で、村民や環境に 優しく充実して暮らせる
恩納村の理想像を目指 します。

恩納村の重要な観光資源のサンゴを守り海の 環境保全の取組は、
陸の環境保全に繋がり住み続けられる恩納村 の村づくりになります。

真栄田岬の管理
強化に向けた実
証事業

村内資産の価値
上昇の為にロー
カル認証に取組
む

学校で地域と共
に活動し恩納村
に誇りを持って
もらう。将来恩納
村に住むきっか
けにしてもらう。

将来、ここで暮らしたい

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ



↓

議　会　だ　よ　り 6第149号（令和3年8月25日）

恩納村のＳＤＧｓの取組み
恩納村のSDGsは「サンゴの村宣言」を具体化し、住民生活の質向上に繋げていく
ための取り組みです（4000万円相当）

段階

GreenFinsのガイドライン例

課題 取組内容
サンゴをはじめ
とした海の豊か
さと陸の豊かさ
を守る

↓

産業の付加価値
を上げる

村民生活の質の
向上に繋げる

珊瑚の上に立た
ない

海底の砂をかき
回さない

海中生物を追い
かけたり、触っ
たりしない

・サンゴがしばしば白化する
・観光客の海の環境への配慮が不足
している

GreenFins(※1)
の導入・周知普及

・観光客が多く、オーバーツーリズ
ムが発生している
・参入障壁がなく、観光商品価値が
劣化している

真栄田岬の管理強化

・海以外の村の観光資産が注目され
ず、付加価値になっていない
・観光業に村民が巻き込めていない

ローカル認証(※2)
アドベンチャー
ツーリズム

・若手の人口流出が多い
・若者に村の資産や取組みが十分に
理解されていない

ESD教育(※3)の推進

・恩納村の長期的展望について主体
的に考えている人が少数

普及啓発

・村内外の組織や個人の交流が活性
化していない

サステナビリティハブ
実証事業

（※１）GreenFins

国連環境計画が行っている取組み。ダイバーを

中心に人々の意識を高め、サンゴ礁を保護する

ことを通して、持続可能なダイビングやシュノー

ケリング、ひいては観光産業推進を目指す。東

南アジアを中心に、盛り上がりをみせている。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

議　会　だ　よ　り7 （令和3年8月25日）第149号

記事担当：安里　周作

GreenFins説明会の様子 現在の効果2020年度
・100事業者程度（50ダイビン
グ事業者）に普及啓発
・10店舗が導入を宣言

日本初のGreenFins実施地と
して、また、環境に優しいダ
イビングの拠点としてブラン
ド化

商品開発の授業をするうんな中学校の生徒たち

・うんな中学校で商品開発の
実証事業を実施決定
・村内小学校向けの総合的な
探求の時間のカリキュラム
パッケージを作成

村内全ての学校でESDが実施
され、恩納村に留まる、帰っ
てくるきっかけになる

地元ダイバー、宿泊事業者、役場での産学官連携

30社程度の企業と提携に向け
た商談を実施

産学官連携で、村の暮らしの
課題を解決していく

観光客が集中している真栄田岬の様子

・真栄田岬の課題について関
係者と合意
・2021年度より管理強化の実
証事業を行う点も合意

オーバーツーリズム防止、環
境保全を目的とした、法的拘
束力のある海岸管理の強化

ローカル認証取得候補

・モデルコースの形成
・ローカル認証の検討部会の
発足
・実施課題の整理

・様々な村内資産が観光商品化
し、単価を上げること
・村内の住民の方々が観光業で
商売をできるようになること

SDGsカードゲームをする村民の方々

説明会やイベントを実施し村
内の住民、経営者、宿泊事業
者の従業員など400名程度に
説明を実施

村民一人一人が、恩納村の将
来について意識をする

これからの展望

（※2）ローカル認証
特産品のうち村が定める一定の要件にあてはまったも
のに対して、ローカル認証を付与しブランドの向上を
図る。
2020年度は作業部会で認証の方向性を検討し、
2021年度は詳細のルール作りを進め、数年以内の実
現を目指します。

（※3）ESD教育
地域の環境や課題、暮らしを題材に、環境、エネル
ギー、防災、生物多様性、気候変動、文化、国際理解
などの環境、経済、社会分野の学習を深める教育。
子ども達の自律的な思考力や、課題解決能力を培うこ
とを目的にしている

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ



今
回
の一般
質
問

議　会　だ　よ　り9 （令和3年8月25日）第149号

令和３年第４回恩納村議会定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

一般質問（6月定例会）　〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

○ヤングケアラーについて

○自治体システム統一について

仲田　豊　議員 A967－8338 P10

○教育行政について

山田　政幸　議員 A967－8485 P15

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○基金全般について

○村債全般について

P11金城　重治　議員 A090-3077-2172

○コロナ禍・後の拠点産地品目販路拡

大の取組について

○SDGsの2030年あるべき姿について

○コロナ禍高校生支援策第２弾につい

て

P12安里　周作　議員 A966－8352

○新型コロナウイルスワクチン接種に

ついて

○仲泊あしびなー施設新築工事につい

て

○SDGsとサンゴの村宣言について

P14山城　良一　議員 A090-1945-5511

○東京オリンピック開催によるアルゼ

ンチン代表（ラグビー競技）合宿受

入について

○中学生における学業成績、学習評価

の男女格差について

○SDGsに係る進捗状況について

○事業、施策の優先順位について

P13吉山盛次郎　議員 A965－0669

9月定例会のご案内！！
9月定例会は、9月13日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせくださ
い。
感染症対策を万全な上、皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９

議　会　だ　よ　り 8第149号（令和3年8月25日）

財政調整基金

恩納村は大丈夫？

恩納村基金年度末残高推移

※公債費償還年次表（年度別）

　新型コロナウイルス対策や感染症拡大の影響により、県内４１市町村中３４市町村で※財政調整基
金の減少が進んでいる。沖縄県でも一時、２０１９年度までに２２０億～２３０億あった財政調整基金が、
２０２１年度末に底をつく恐れがあるとの見通しであった。

※財政調整基金：自治体における年度間の財源の不均衡を調整するための積立金です。 財源に余
裕のある年度に積み立てを行い、大規模災害の発生や大幅な税収減などがある年度に取り崩しを行
います。
※公債費：公債費とは、村が国などから借り入れたお金の返済に使われる費用で、元金と利子の合計
（元利償還金）からなります。

年度末現在高（元金）（千円） 年度償還元利合計（千円）

減債基金 特定目的基金

平成
24年
度

平成
20年
度

平成
23年
度

平成
26年
度

平成
29年
度

平成
30年
度

令和
元年
度

令和
２年
度

令和
５年
度

令和
10年
度

令和
15年
度

平成
25年
度

平成
26年
度

平成
27年
度

平成
28年
度

平成
29年
度

平成
30年
度

令和
元年
度

令和
２年
度

2,159,775

475,908

1,877,377

476,888

1,875,553

478,511

1,945,194

480,141

1,915,727

481,674

1,915,874

481,674

1,931,765

483,303

1,828,497

483,765

1,568,699

1,276,681

39億1千万円
41億2千万円

43億6千万円

48億9千万円

53億5千万円

48億2千万円
50億5千万円

44億9千万円
48億

1,766,424 2,003,239 2,463,617 2,955,386 2,422,073 2,633,155 2,484,368 2,438,654

484,039

0
250,000
500,000
750,000
10,00,000
12,50,000
15,00,000
17,50,000
20,00,000
22,50,000
25,00,000
27,50,000
30,00,000
32,50,000
35,00,000
37,50,000
40,00,000
42,50,000
45,00,000
47,50,000
50,00,000
52,50,000
55,00,000
57,50,000
60,00,000

4,785,115

336,152 405,478 442,835 432,095 414,404 407,216 449,191 431,900 321,413 285,235

4,790,702

4,250,566

3,660,857
4,101,809

5,323,909 5,283,644

4,538,580

3,489,565

2,026,121

記事担当：金城重治

基
金
と
公
債
費



議　会　だ　よ　り 10第149号（令和3年8月25日）

　
　
大
人
に
か
わ
り
兄
弟
や
家
族
の
世

話
を
す
る
１８
歳
未
満
の
子
供
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
、
そ
の
実
態
調
査
結
果

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
全
国
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、「
世
話

を
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」
生
徒
の
割

合
は
、
中
学
生
が
５.７
％
お
よ
そ
17
人
に

１
人
、
全
日
制
の
高
校
の
生
徒
が
４.１
％

で
、お
よ
そ
２４
人
に
１
人
と
な
って
い
る

状
況
で
す
。

　
　
世
話
を
す
る
頻
度
は
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
世
話
に
か
け
て
い
る
時
間
は
１
日
の

平
均
で
中
学
生
が
４
時
間
、高
校
生
が

３.８
時
間
と
な
って
お
り
、
内
容
は
食
事

の
準
備
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
が
多
く
、

兄
弟
を
保
育
園
へ
送
迎
、祖
父
母
の
介

護
や
見
守
り
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
状
況

で
す
。

　
　
全
国
初
の
文
科
省
、
厚
労
省
で
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。当
村
で
の
実
態
調
査
は
ま
だ
だ

と
思
い
ま
す
が
、行
い
ま
す
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
調
査
は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

緊
急
度
の
高
い
事
案
な
の
で
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
、
地
域
や
学

校
の
各
関
係
機
関
か
ら
情
報
は
提
供

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。今
後

取
り
組
む
施
策
と
し
て
、
早
期
発
見
、

把
握
、支
援
策
の
推
進
、社
会
的
認
知

度
向
上
な
ど
含
め
、
福
祉
、
教
育
の
分

野
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
権
も
あ
り
ま

す
の
で
所
管
と
調
整
を
し
、
調
査
が
で

き
る
状
況
ま
で
持
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
今
年
９
月
１
日
に

創
設
さ
れ
ま
す
。世
界
に
遅
れ
た
Ｉ
Ｔ

技
術
の
改
革
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
本
気
に

断
行
す
る
こ
と
に
当
た
り
、
行
政
手

続
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
利
便
性
向
上
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

う
ち
、
住
民
に
関
す
る
事
務
に
係
る
情

報
シ
ス
テ
ム
で
、
相
互
に
連
携
が
行
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
、い
わ
ゆ
る
住
民
基

本
台
帳
、
地
方
税
等
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の

指
揮
の
下
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
の

維
持
管
理
の
軽
減
や
新
た
な
制
度
改

正
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

人
的
・
財
政
的
負
担
が
減
る
と
い
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。さ
ら

に
全
国
規
模
の
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
に

よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た一体
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
等
に
よ
り
行
政
事
務

を
円
滑
化
し
、
割
り
勘
効
果
を
十
分

発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
色
々
行
政
手
続
に
利
便
性
が
あ
る

が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が

無
い
と
利
便
性
が
か
な
わ
な
い
。普

及
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
村
民
課
長
　崎
山
　敦

　
　
人
口
約
１
万
１
千
人
中
、２
千
６
百

件
、
普
及
率
は
２４
％
で
す
。村
民
の
利

便
性
向
上
及
び
行
政
の
業
務
の
合
理

化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
村
民
課
で
は
住
民
票
、
印
鑑
証

明
、戸
籍
本
籍
地
、税
務
関
係
証
明
書

等
の
全
国
指
定
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
で
交

付
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
税
務
課
と
連
携

を
密
に
、費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
推

進
し
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
交
付
と
な
る
た
め
、

カ
ー
ド
登
録
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
個
人
情
報
保
護
条
例
は
国
の
標
準

に
合
わ
せ
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
中
で
個
人
情

報
の
保
護
を
重
視
し
て
お
り
、
国
の
法

令
に
準
じ
運
用
す
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
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◆
◆
◆
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て

自
治
体
シ
ス
テ
ム
統
一
に

つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員
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世
界
各
地
で
流
行
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、現
在
で
は
変
異
化
し

て
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
脅
か
し
、

多
大
な
損
失
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

特
に
県
や
村
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

で
あ
る
観
光
関
連
業
を
中
心
に
、
経

営
難
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。又
、

国
は
令
和
２
年
度
末
で
、
国
民
１
人

当
た
り
約
９
百
７０
万
円
の
借
金
に
な

る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、県
は
５
月
の
感

染
者
が
過
去
最
高
に
な
り
6
月
に

入
っ
て
も
更
に
増
加
中
で
、医
療
機
関

や
県
経
済
の
崩
壊
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
ま
し
た
。村
も
例
外
で
は
な
く
、

今
後
は
基
金
積
立
て
の
減
少
や
償
還

に
も
影
響
が
出
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
令
和
２
年
度
末
の
基
金

の
総
額
は
幾
ら
で
す
か
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　一
般
会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
４５

億
２
千
８
百
２０
万
９
千
６
百
２２
円
で

す
。（
令
和
3
年
5
月
末
時
点
、
出
納

整
理
期
間
）

　
　
運
用
益
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。貯
金

が
約
２３
億
６
千
万
円
で
、
利
息
収
入

が
約
１
百
２４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
は
正
答
で
す
か
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　
先
ほ
ど
の
基
金
を一年
満
期
の
定
額

預
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。長
引
く
景
気

低
迷
の
中
、
国
の
低
金
利
政
策
に
よ
り

運
用
益
も
毎
年
減
少
傾
向
で
す
。

　
　
５
つ
の
金
融
機
関
に
貯
金
を
し
て

い
る
約
２３
億
円
に
つ
い
て
、高
い
金
利

の
機
関
に
変
更
す
る
検
討
は
行
っ
た

か
伺
う
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　
現
在
、
各
金
融
機
関
の
利
率
を
参

考
に
、
条
件
の
良
い
定
期
預
金
を
行
い
、

令
和
３
年
３
月
に
、財
政
調
整
基
金
５

億
円
の
定
期
預
金
先
の
変
更
を
行
って

い
ま
す
。

　
　
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
評
価
を
し

ま
す
。今
後
の
積
立
金
の
増
減
の
予

測
を
伺
い
ま
す

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
財
政
調
整
基
金
及
び
特
定
目
的
基

金
等
の
基
金
総
額
を
令
和
元
年
度
末

と
令
和
２
年
度
末
を
比
較
す
る
と
、約

２
億
９
千
６
百
万
円
減
額
し
て
お
り
、

一般
財
源
を
調
整
す
る
財
政
調
整
基
金

残
高
の
み
比
較
す
る
と
、
約
２
億
６
千

万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。今
後
も
感
染

症
対
策
や
景
気
回
復
ま
で
支
援
策
が

必
要
に
な
る
事
か
ら
、財
政
調
整
基
金

の
取
崩
し
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
　
年
間
２
億
円
ぐ
ら
い
減
少
し
て
い

る
事
で
、
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
予
測
で

き
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
村

民
の
財
産
を
増
や
す
努
力
を
重
ね
て

頂
き
た
い
。

　
　
村
債
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

令
和
２
年
度
末
の
村
債
の
総
額
を
伺

う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
令
和
２
年
度
末
の
村
債
の
総
額
は

５２
億
８
千
３
百
６４
万
円
で
す
。

　
　
借
入
先
の
資
金
運
用
部
、
財
政
融

資
資
金
、簡
保
資
金
、市
町
村
振
興
協

会
と
は
、い
ず
れ
も
制
度
資
金
で
す
か

伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
資
金
運
用
部
と
は
旧
大
蔵
省
資
金

運
用
部
の
機
関
で
、平
成
１３
年
に
財
務

大
臣
が
管
理
・
運
用
を
行
う
財
政
融

資
資
金
と
し
て
改
称
、簡
保
資
金
と
は
、

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命

保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
機
構
か
ら
の
資
金
、市
町
村
振
興

協
会
は
、市
町
村
振
興
宝
く
じ
事
業
か

ら
の
収
益
金
を
も
と
に
、
市
町
村
へ
貸

付
し
て
い
る
組
織
で
す
。

　
　
国
が
定
め
る
制
度
資
金
の
縛
り
、

罰
則
等
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
県
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
の
で
罰

則
等
は
な
い
認
識
で
す
。

　
　
令
和
２
年
度
の
償
還
利
子
約
３
千

３
百
万
円
、こ
れ
は
基
金
の
利
息
に
比

べ
て
大
変
高
額
で
あ
る
。高
金
利
の
借

入
の
変
更
、
あ
る
い
は
早
期
返
還
の

検
討
は
行
っ
た
か
伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
借
入
当
時
は
低
金
利
で
、
現
在
繰

上
げ
償
還
を
行
う
と
、
元
金
利
子
残

高
か
ら
基
準
利
率
を
乗
じ
た
補
償
金

が
発
生
し
、
財
政
効
果
が
低
い
こ
と
か

ら
実
施
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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金
城
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治
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基
金
全
般
に
つ
い
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村
債
全
般
に
つ
い
て
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拠
点
産
地
品
目
の
種
類
、
生
産
目

標
と
最
高
生
産
量
売
上
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　拠
点
産
地
品
目
は
８
種
類
で
す
。農

産
物
で
小
菊
、
ド
ラ
セ
ナ
類
、パッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
、ア
テ
モ
ヤ
、観
葉
鉢
物
が

農
産
物
の
5
種
類
で
す
。水
産
物
は
、

モ
ズ
ク
、ア
ー
サ
、海
ぶ
ど
う
の
3
品
目

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　現
在
、
拠
点
産
地
品
目
の
従
事
者

は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　小
菊
33
名
、ド
ラ
セ
ナ
類
79
名
、パッ

シ
ョン
フ
ル
ー
ツ
４４
名
、ア
テ
モ
ヤ
６６
名
、

観
葉
鉢
物
12
名
、
モ
ズ
ク
89
名
、
ア
ー

サ
5
名
、海
ぶ
ど
う
７７
名
で
す
。（
出
荷

名
簿
に
よ
る
）

　
　拠
点
産
地
品
目
の
令
和
2
年
度
に

落
ち
込
ん
だ
品
目
の
原
因
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　落
ち
込
ん
だ
品
目
は
、小
菊
金
額
約

5
千
万
円
の
減
で
、
ド
ラ
セ
ナ
類
1
千

50
万
円
の
減
、
パッ
シ
ョン
フ
ル
ー
ツ
2

百
40
万
円
の
減
、ア
テ
モ
ヤ
1
百
万
円

が
減
で
す
。落
ち
込
ん
だ
品
目
の
原
因

は
、小
菊
ド
ラ
セ
ナ
類
は
、催
事
ま
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
、
縮
小
に
よ
る
需

要
減
少
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
ア
テ
モ
ヤ
は
、
昨

年
末
に
天
候
不
良
が
あ
り
ま
し
た
。観

光
客
の
減
少
も
原
因
の一つ
で
す
。海
ぶ

ど
う
が
約
4
千
万
円
の
減
、前
年
度
比

50
％
で
す
。観
光
産
業
の
落
ち
込
み
、

飲
食
店
の
時
短
営
業
も
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
後
の
販
路
拡
大
の
考
え

方
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　地
産
地
消
推
進
を
目
的
に「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」を
配
置
し
て
、お
ん
な
の

駅
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ネ
ッ

ト
販
売
を
強
化
し
移
動
販
売
を
し
販

路
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　漁
協
で
海
ぶ
ど
う
の
販
路
拡
大
の

た
め
の
輸
送
方
法
、
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
協
力
が
必
要
と
思

う
が
当
局
の
考
え
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　具
体
的
な
要
望
は
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。漁
協
の
要
望
も
確
認
し
、
今
後
協

力
し
て
い
き
た
い
。

　
　Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
、
２
０
３
０
年
の
あ
る

べ
き
姿
に
、農
業
も
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　一次
産
業
は
重
要
で
す
。第
3
次
観

光
振
興
計
画
で
は
、
土
産
品
に
お
け
る

村
内
か
ら
の
調
達
の
低
さ
が
課
題
と

し
て
い
ま
す
。そ
れ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立

と
計
画
的
安
定
に
出
荷
で
き
る
産
地

形
成
が
必
要
で
、
こ
の
指
標
も
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
入
れ
て
い
く
か
を
検
討
し

て
い
ま
す
。う
ん
な
中
学
校
で
も
、商
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
　第
2
弾
コ
ロ
ナ
の
支
援
で
、高
校
通

学
費
助
成
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　第
2
弾
コ
ロ
ナ
禍
高
校
生
支
援
策

は
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。教
育
総
合

会
議
に
お
い
て
も
継
続
し
て
審
議
を
重

ね
、
制
度
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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安
里
　周
作
　議
員

拠
点
産
地
品
目
は
ど
う

な
っ
て
い
る

こ
ん
な
こ
と
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
繋
が
っ
て
い
る

何
度
も
質
問
さ
れ
た
高
校

通
学
費
支
援
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農産物
認定時生産目標値
過去最高生産量
過去最高売上（千円）

18,495,000 本
16,779,000 本

654,381

3,933,000 本
4,402,000 本

168,112

112トン
27トン
48,784

48トン
24トン
49,004

42,000 本
24,000 本
72,876

小菊 ドラセナ アテモヤ 観葉鉢物パッション
フルーツ

水産物
認定時生産目標値
過去最高生産量
過去最高売上（千円）

2,200トン
1,583トン
415,290

70トン
49.5トン
42,595

80トン
50.2トン
150,667

モズク アーサ 海ぶどう
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他
府
県
で
も
合
宿
返
上
が
見
受
け

ら
れ
る
。国
内
感
染
の
不
安
で
相
手

国
か
ら
の
中
止
が
あ
っ
た
。村
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
な
さ
る
の
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
と
し
て
は
受
入
れ
方
針
は
変
え

ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
徹
底
し
、

事
前
合
宿
の
遂
行
に
遵
守
し
て
い
き

た
い
。

　
　
住
民
の
安
全
・
安
心
は
守
ら
れ
ま

す
か
。移
動
は
自
治
体
が
責
任
を
持

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。７５
歳
以
上
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら

６５
歳
以
上
、
さ
ら
に
そ
れ
以
下
の
接

種
も
行
わ
れ
る
。村
の
医
療
体
制
で

対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
バ
ブ
ル
方
式
と
い
う
外
部
と
は一切

接
触
し
な
い
方
法
で
会
場
を
移
動
す

る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
が
、そ
の
日
程

と
は
合
わ
な
い
よ
う
な
形
で
進
め
て
い

る
。

　
　
村
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
の
が
、

村
長
の
役
目
で
す
。な
ぜ
あ
え
て
、
こ

の
よ
う
な
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
る
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
当
初
の
目
的
は
友
好
交
流
、
国
際

親
善
、子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与

え
た
い
と
い
う
思
い
で
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
思
い
を

酌
ん
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
現
状
に
つ
い
て
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
現
在
、
男
女
差
の
別
に
集
計
等
は

行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
学
業
成
績
以
外
の
評
価
に
つ
い
て

の
所
見
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
学
級
担
任
や
教
科
担
任
等
が
、
子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
や
学
習
課
程
、

学
習
成
果
等
の
積
み
重
ね
を
捏
出
物

や
授
業
等
の
中
で
、
観
察
、
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
　
学
業
評
価
が
高
校
入
試
と
そ
の
後

の
人
生
に
お
い
て
の
位
置
づ
け
を
学

校
と
共
有
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
学
業
の
評
価
は
、そ
の
児
童
生
徒
の

現
在
の
成
果
や
課
題
を
表
わ
し
て
お

り
、成
果
は
成
長
に
つ
な
が
り
、課
題
は

解
決
す
る
こ
と
で
、
成
長
に
つ
な
が
る

こ
と
を
、
各
学
校
と
共
有
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
「
目
標
」
理
念
で
も
あ

り
、
環
境
問
題
を
い
か
に
解
決
に
向

け
た
持
続
可
能
な
取
組
み
を
行
う
の

か
。現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ン
ズ
の
導
入
を
進

め
て
お
り
、
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
て
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
通
し
て
経
験
で
き
る
自

然
体
験
の
質
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

顧
客
満
足
度
が
上
が
り
、
単
価
・
顧

客
数
と
も
に
増
加
す
る
。

　
　
係
る
目
標
に
関
連
す
る
団
体
・
組

織
の
役
割
を
伺
い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
は
沿
岸
域
の
リ
ー

フ
チ
ェッ
ク
、
海
域
の
環
境
保
全
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ン
ズ
の
取
り

組
み
、他
事
業
者
は
自
然
環
境
保
全
に

関
す
る
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
役
割
。商
工
会
は
、
地
域
特
産
品
等

開
発
支
援
事
業
で
農
産
物
等
の
特
産

品
の
高
付
加
価
値
化
商
品
の
開
発
を

支
援
す
る
事
業
。観
光
協
会
で
は
サ
ン

ゴ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
た
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
持
続
可
能
な
サ
ン
ゴ
礁
再
生
に
向

け
た
取
組
み
が
村
民
の
身
近
な
共
感
、

サ
ン
ゴ
村
の
中
で
、将
来
世
代
の
育
成

と
全
員
参
加
の
社
会
の
実
現
と
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
ど
う
い
う
活

動
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
サ
ン
ゴ
の
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
って
、環
境
保
全
に
関
心
を
持
って
い

た
だ
き
た
い
。自
然
環
境
の
保
全
が
な

ぜ
大
切
な
の
か
、
言
語
化
、
可
視
化
し

て
周
知
普
及
を
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質

質質質

質質

質質 答

答答答

答答答

答答

吉
山
盛
次
郎
　議
員

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
よ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代

表
（
ラ
グ
ビ
ー
競
技
）
合

宿
受
入
に
つ
い
て

中
学
生
に
お
け
る
学
業
成

績
、
学
習
評
価
の
男
女
格

差
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
係
る
進
捗
状

況
に
つ
い
て
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議
会
へ
の
説
明
で
は
、当
初
６５
歳
以

上
が
対
象
で
あ
る
。接
種
の
初
日
に
、

村
長
、副
村
長
、教
育
長
が
接
種
を
し

て
い
る
。そ
の
経
緯
と
真
意
を
伺
い
ま

す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
接
種
に
来
ら
れ
な
い
対
象
者
に
電

話
確
認
を
行
い
、結
果
余
剰
分
が
確
定

し
た
後
に
、
現
場
に
い
る
医
療
従
事
者
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
、消
防
職
員
、ワ

ク
チ
ン
接
種
従
事
者
、
６５
歳
以
下
の

方
々
の
順
番
で
接
種
を
呼
び
か
け
て
お

り
ま
す
。国
か
ら
の
方
針
に
沿
っ
て
現

場
で
対
応
し
た
。

　
　
副
村
長
　外
間
　毅

　
　
７５
歳
以
上
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
に
は

現
場
に
い
る
方
々
と
い
う
事
で
、
７０
歳

と
い
う
年
も
あ
り
ま
し
て
接
種
を
し
た
。

　
　
教
育
長
　當
山
欽
也

　
　
他
に
該
当
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
２
回
お
断
り
し
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
従
事
者
が
ワ
ク
チ

ン
を
打
て
る
と
い
う
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。私
が
受
け
た
点
に
つ
い
て
は

申
し
訳
な
く
思
って
お
り
ま
す
。

　
　
最
初
か
ら
ワ
ク
チ
ン
は
余
る
と
聞

い
て
い
る
が
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
余
る
と
い
う
認
識
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。数
字
が
微
妙
に
動
い
て
何
本
余
っ

て
く
る
と
い
う
計
算
が
で
き
、
優
先
順

に
声
を
か
け
て
接
種
し
て
い
る
。

　
　
工
事
の
遅
延
に
伴
い
補
償
金
２
百

６４
万
円
の
支
出
の
根
拠
等
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
設
計
に
２
年
近
く
要
し
、建
設
用
地

を
確
保
す
る
た
め
、私
有
地
の
買
上
げ
、

物
件
の
補
償
で
事
業
認
定
を
得
る
必

要
が
あ
り
、
手
続
き
に
時
間
を
要
し
た
。

認
定
は
令
和
２
年
の
１２
月
で
す
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
令
和
２
年
４
月
以
降
は
遅
延
と
捉

え
て
、補
償
す
る
プ
レ
ハ
ブ
賃
貸
料
、月

２２
万
円
の
１２
か
月
分
で
す
。

　
　
必
要
な
用
地
を
受
注
者
が
工
事
の

施
工
を
必
要
と
す
る
日
ま
で
に
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
の
は
、

特
例
な
の
か
。

　
　
副
村
長
　外
間
　毅

　
　
村
が
用
地
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
用
地
を

村
が
買
い
上
げ
、
補
償
し
て
村
の
単
費

で
も
って
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　一般
財
源
で
サ
ン
ゴ
関
連
の
事
業
費

が
３
年
で
、９
千
１
百
６７
万
７
千
４０
円
、

多
額
の
費
用
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ゴ
の
再
生
事
業
に
固
執
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
の
か
。長
引
く
感

染
拡
大
で
、収
入
源
と
な
っ
た
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。サ
ン
ゴ
再
生
事
業
を

継
続
す
る
の
も
い
い
が
、い
ま一度
、立

ち
止
ま
っ
て
事
業
を
見
直
し
て
、福
祉

事
業
等
に
予
算
を
組
み
替
え
、
ま
た

は
新
規
事
業
で
困
窮
者
に
対
し
て
支

援
で
き
な
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
サ
ン
ゴ
の
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、ふ

る
さ
と
納
税
者
の
意
見
で
も
「
サ
ン
ゴ

の
保
全
に
使
って
ほ
し
い
」と
の
要
望
が

多
く
、自
然
環
境
の
保
護
、地
域
振
興

事
業
の
分
野
に
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
や
定
住
化
、
青
少
年
育

成
に
も
予
算
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
し
た
方
に
、

事
業
の
費
用
対
効
果
、
将
来
恩
納
村

は
こ
う
い
う
風
に
な
り
ま
す
と
い
う

事
を
通
知
す
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
個
人
に
対
し
、
具
体
的
な
効
果
が

あ
っ
た
と
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
実
際
に

や
って
お
り
ま
せ
ん
。納
税
者
の
方
々
に

効
果
を
伝
え
て
い
く
か
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
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◆
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◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質質 答答答

答答

質

質 答答 答答

山
城
　良
一
　議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

仲
泊
あ
し
び
な
ー
施
設
新

設
工
事
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
サ
ン
ゴ
の
村

宣
言
に
つ
い
て
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中
学
校
統
合
に
伴
っ
て
、生
徒
や
職

員
、
保
護
者
数
の
減
少
に
よ
っ
て
、
共

同
使
用
し
て
い
た
体
育
館
の
ト
イ
レ

や
プ
ー
ル
、更
衣
室
の
清
掃
、運
動
場

の
草
刈
り
作
業
等
、児
童
、職
員
、保

護
者
の
み
で
は
限
り
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
村
内
５
校
と
も
に
中
学
校
が
統
合

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
生
徒
数
と
教
員

数
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

小
学
校
・
中
学
校
で
共
同
管
理
し
て

い
た
ト
イ
レ
や
プ
ー
ル
の
更
衣
室
な
ど

の
管
理
が
、一部
行
き
届
か
な
い
状
況

も
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　
　
今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運

営
協
議
会
）」
が
全
校
で
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。学
校
と
保
護
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
開
か
れ
た

学
校
と
し
て
学
校
運
営
を
行
う
こ
と

が
目
的
の一つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
、
学

校
・
地
域
・
教
育
委
員
会
で
で
き
る

こ
と
を
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
で
議

論
し
た
上
で
分
担
し
、学
校
の
適
正
な

管
理
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
山
田
校
や
恩
納
校
の
空
き
教
室
を

活
用
し
て
放
課
後
児
童
学
童
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。安
富
祖
校
区
で
の

設
置
、開
所
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
現
在
、
１４
名
の
安
冨
祖
校
区
の
児

童
が
、
恩
納
小
学
校
内
に
あ
る
あ
か
ん

ち
ゃ
学
童
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

安
富
祖
小
学
校
内
で
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
、
今
後
の
計
画
で
す
が
、
福
祉

課
の
中
に
お
い
て
も
必
要
性
を
と
て
も

感
じ
て
ま
す
。引
き
続
き
、
空
き
教
室

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と

協
議
を
重
ね
て
設
置
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
令
和
元
年
の
９
月
定
例
会
で
安
富

祖
幼
稚
園
児
の
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
確
保
の
た
め
、
教
職
員

の
目
が
行
き
届
く
校
内
に
、
幼
稚
園

を
移
設
で
き
な
い
か
と
い
う
質
問
を

い
た
し
ま
し
た
。検
討
結
果
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
里
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
、
小

学
校
校
舎
（
職
員
室
）
か
ら
離
れ
て
い

る
、里
道
を
幼
稚
園
・
小
学
校
以
外
の

車
両
が
通
過
す
る
な
ど
、安
全
・
防
犯

上
不
安
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
が
、今
後
も
学
校
と
協
議
を
重

ね
、園
児
の
安
全
を
第一に
、空
き
教
室

を一部
改
修
し
、
小
学
校
敷
地
内
の
移

転
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
う
ん
な
中
学
校
が
開
校
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
が
、学
校
名
と
、場
所

を
訪
ね
ら
れ
る
方
が
い
る
と
聞
き
ま

す
。県
道
８８
号
線
、国
道
５８
号
線
か
ら

見
え
る
、
目
立
つ
場
所
に
校
名
看
板
、

案
内
標
識
を
設
置
で
き
な
い
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　仲
村
泰
弘

　
　
国
道
沿
い
に
は
、
村
有
地
で
適
当
な

設
置
場
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
県
道
８８

号
線
沿
い
の
村
道
赤
間
線
と
の
交
差

点
付
近
に
、
村
有
地
への
設
置
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
国
道
５８
号
線

側
の
対
応
と
し
て
、
う
ん
な
中
学
校
校

舎
の
上
部
に
校
名
を
表
示
す
る
な
ど

の
対
策
を
検
討
し
、
改
善
を
図
って
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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山
田
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幸
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教
育
行
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て
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国道から臨むうんな中学校
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議会の動き
5月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・沖縄科学技術大学院大学学位授与式
　　　　　　　　　　　　　  （ＯＩＳＴ：議長）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・令和３年第４回定例会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）

・令和３年第４回恩納村議会６月定例会
　　　　　　　　　　　　　 本会議（開会）
・令和３年第４回恩納村議会６月定例会
　　　　　　　　　  本会議一般質問（６名）
・令和３年第４回恩納村議会６月定例会
　　　　　　　　　　　　　 本会議（閉会）

・第６９回恩納村戦没者慰霊祭
　　　　　　　　　（恩納村慰霊之塔：議長）
・北部広域市町村圏事務組合決算審査及び
例月出納検査　　　　　　（北部会館：議長）
・議会広報委員会第１回編集会議  （委員６名）

・村産品優先使用の要請行動対応
　　　　　　　　　　　　　（議長室：議長）

21日

25日

28日

8日

9日

15日

23日

30日

2日

7日

8日

14日
15日

16日
27日

28日

29日

4日
12日

13日
18日
25日

・国立病院機能強化について要請対応
　　　　　　　　　　　　　（議長室：議長）
・県産品優先使用の要請行動対応
　　　　　　　　　　　　 （役場2階：議長）
・議会広報委員会第２回編集会議  （委員６名）
・オリンピック事前合宿受入事業に伴う協定
式　　　　　　  （万座ビーチリゾート：議長）
・令和３年第３回金武地区消防衛生組合議会
臨時会　　　　　　　　　　　  （議員２名）
・代表監査委員辞令交付式　（役場2階：議長）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・令和３年第５回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・第７８回中部北環境施設組合議会臨時会
　　　　　　　　　　　　　　  （議員２名）
・令和３年第５回恩納村議会臨時会

・議会広報委員会第３回編集会議  （委員６名）
・第５８回沖縄県介護保険広域連合議会定例
会　　　　　　　　　　　　　  （議員１名）
・議会広報委員会第４回編集会議  （委員６名）
・議会広報委員会第5回編集会議  （委員６名）
・議会だより「うんなＮｏ１４９」発行

6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　令和３年７月１６日、村代表監査員の辞令交付式が行われ、塩屋区出身の宮平進氏（写真左）が就任しました。
それに伴い、前代表監査員である伊藝直行氏（写真右）の、村監査員として２期８年の実績に対し、村長、議長か
ら感謝の言葉と花束贈呈がありました。

新しい代表監査委員が就任しました！


